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資料 2-1 国語科の目標 

    国語科の目標，内容（指導事項，言語活動例） 
 ○ こういう力を付けるために【目標】 
 
 
 
  
○ 具体的にこういう指導事項を【内容（１）：指導事項】 
 
 
 
 
 ○ このような言語活動を通して【内容（２）：言語活動例】 
 
 

資料 2-3 国語科の目標と内容の関連 

資料 2-2 課題を解決するために必要な資質・能力 

学力の三要素（学校教育法第 30条第２項） 

育成を目指す資質・能力の「三つの柱」 

 

 

 

 

 

 

 

第第２章 国語科における考え方と実践例                            

１ 国語科において課題を解決するために必要な資質・能力とは，どのようなものか 

 国語科の目標において規定される資質・能 

力は資料 2-1に示すように，①国語による表 

現力と理解力，②伝え合う力，③思考力や想 

像力及び言語感覚，④言語文化に対する関心， 

国語を尊重する態度の４点である。次期学習 

指導要領改訂に向けた中教審答申においては， 

国語科において育成を目指す資質・能力を「知 

識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学 

びに向かう力･人間性等」の「三つの柱」に沿 

い整理を行っている。 

この「三つの柱」は，学校教育法に規定さ 

れる「学力の三要素」に基づくものである。 

｢学力の三要素｣及び｢三つの柱｣と現行学習指 

導要領の国語科の目標に規定される資質・能 

力との関連を踏まえ，国語科における課題を 

解決するために必要な資質・能力を資料 2-2 

のように表すことができる。これは，児童生 

徒が，授業を通して身に付けていくイメージ 

を自動車を例に模式的に表したものである。 

国語科の学習は，「国語への関心・意欲・ 

態度」をエンジンとして，「言語についての 

知識・理解・技能」と「話す・聞く能力，書 

く能力，読む能力」の両輪を働かせながら課 

題解決していくイメージで捉えることができ 

る。 

 これらの資質・能力は，学習過程における 

 課題解決の場で発揮される学習活動を通して 

相乗的に高まることが期待できる。 

このような学習過程においては，児童生徒 

自らが課題解決の見通しをもったり，解決の 

 結果や過程を振り返ったりして，自己の高ま 

りや修正点を自覚することが重要である。こ 

のような自覚が，自己の学習の方向付けや価 

値付けを可能にする。まさに自動車のハンド 

ルの役割を果たすのである。 

 また，資料 2-3 に示すように国語科は， 

実生活や各教科等の学習につながる具体的な 

言語活動を通して指導事項を身に付ける教科 

目的に応じ，内容の中心を捉えたり段落相互の関係を考えたりしながら読む能力を身に

付けるとともに，幅広く読書しようとする態度を育てる。 

例 小学校第３・４学年「Ｃ読むこと」 

実生活に生きて働く国語の能力 

【小学校】 
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝

え合う力を高めるとともに，思考力や想像力及び言語感

覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊重する態度

を育てる。 

【中学校】 

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝

え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を養い言語

感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を尊重す

る態度を育てる。 

【高等学校】 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝

え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸ばし，

心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関

心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

（※下線は筆者による。） 
 

○ 記録や報告の文章，図鑑や事典などを読んで利用すること。 
○ 記録や報告の文章を読んでまとめたものを読み合うこと。 

自覚・ 

方向付け 

【車輪】 【車輪】 

【目標】 

話す・聞

く能力 

書く能力 

読む能力 

目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読み，文章

などを引用したり要約したりすること。 

国語科における課題を解決するために必要な資質・能力 

【ｴﾝｼﾞﾝ】 

言語活動 

国語への関心・意欲・態度 

【ﾊﾝﾄﾞﾙ】 

 
言語につ

いての知

識 ・ 理

解・技能 

【道路】
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資料 2-4 国語科における課題解決的な学習の過程における

具体的な姿の例 

過程 具体的な姿の例 
言語につい

ての知識・理

解・技能 

話す・聞く能力 

書く能力 

読む能力 

国語への

関心・意

欲・態度 

課
題
の
把
握
・
追
究
の
見
通
し 

・ 目的意識や相手意識をもち，主体的に

言語活動に取り組もうとしている。 
  ◎ 

・ 目的とする言語活動を実現するために，解決すべき

課題を見いだすことができる。 
○ ◎ ○ 

・ 既習事項を基に，課題解決に必要な知

識や技能を選択することができる。 
◎ ○  

課
題
の
追
究 

・ 課題解決に必要な情報を的確に取り出

し，統合することができる。 
◎ ○  

・ 課題解決に必要な情報（非連続型テキストによる情

報を含む。）を比較したり，関連付けたりしながら，

自分なりの考えをもつことができる。 

○ ◎ ○ 

・ 自他の考えの共通点や相違点からもの

の見方・考え方を広げたり，深めたりす

ることができる。【協働的な学び】 

 ◎ ○ 

課
題
の
解
決 

・ 調べたり，交流したりして学んだことを基に適切に

解釈したり，表現したりすることができる。 
○ ○ ◎ 

・ 自分の学習状況を振り返り，学んだことの価値や自

分の高まりに気付くことができる。 
○  ◎ 

・ 学習したことを自分の言語生活に生か

そうとしている。 
  ◎ 

 

資料 2-5 言語活動を位置付けた課題解決的な単元構想 

である。このことから，課題を解決するため 

に必要な資質・能力の育成に当たっては，児 
童生徒に課題解決的な言語活動を，主体的・ 
協働的に展開させることが重要である。                                      

 このような課題解決的な学習を展開するに 

当たっては，資料 2-4に示すように，どのよ 

うな学習過程において，どのような資質・能 

力を重点的に育成するのかを明確にし，授業 

を展開したい。そのために，表出させたい児 

童生徒の姿を具体的に想定し，教師の働き掛 

けを具体化しておくことが重要である。 

 課題解決のそれぞれの過程において，児童 

生徒自らが，既習の「言語についての知識・ 

理解・技能」や「話す・聞く，書く，読む能 

力」を発揮しながら課題を発見し，解決の見 

通しをもち，主体的・協働的に課題解決する 

中で，これらの能力は更に高まっていく。 

そして，課題解決の過程の中で，児童生徒 

自らが自己の高まりや修正点を自覚すること 

で，「国語への関心・意欲・態度」も，更に 

高まることが期待される。 

 

２ 国語科において解決に取り組ませるべき課 

題は，どうあるべきか 

 国語科の特性を踏まえ，言語活動を通した 

課題解決的な単元構想(資料 2-5)になるよう 

に工夫したい。 

 そこで，国語科において取り組ませるべき 

課題を全体論（p.7)の課題設定の視点を踏ま 

 えて設定することが大切である。児童生徒が 

主体的に言葉と関わりながら解決すべき課題 

を見いだしたり，よりよい解釈や表現を協働 

的に追究したりできるような課題を設定する 

ことが重要である。 

 このような課題を設定するために，重要な 

ポイントになるのが，単元に位置付ける言語 

活動である。児童生徒が言語活動の実現に向 

け，主体的・協働的に課題解決していく学習 

過程を実現する言語活動の要件として，資料 

2-6の３点が挙げられる。 

（ ◎ 主に育成される資質・能力   ○ 付随して育成される資質・能力 ） 

よりよい表現にするための学び合い 

単元のねらい 

 

 

 

目的とする言語活動 

 

 

 

 

 

 

 

児童が言語活動を実現するため解決すべき課題 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 
小学校第２学年 読むこと 「たんぽぽのちえ」 

「○○のちえブック」づくりを通しての課題解決過程の振り返り 

・ 学習成果の実感，新たな課題の発見 

○ 「たんぽぽのちえ」について，時間的な順序，様子，理由を関係

付けながら読み，自分が選んだ植物の知恵についても調べ，まとめ

ることができる。（小１・２ 読むこと（１）イ，カ） 

自分で選んだ「植物のちえ」を説明する「○○のちえブック」づくり 

《課題を見いだし，解決の見通しをもたせる手立て》 

○ モデル文を提示し，分かりやすい説明の仕方につい

ての課題意識をもたせる。 

課
題
解
決 

● 「○○のちえブック」にはどんなことを書けばいいかな。 
● 知恵をどのように説明したらいいかな。 
※ 指導事項との関連を考慮する。 

教科書教材を通しての読みの力 自分の「説明」への適用 

より分かりやすい説明にするための学び合い 

課
題
の
把
握
・
追
究
の
見
通
し 

課
題
の
追
究 

課
題
の
解
決 
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資料 2-7  「判断基準」設定の具体例 

 

 

 

 

 

 

３ 国語科において児童生徒が主体的・協働的に学ぶためには，どのような工夫が効果的か 

(1) 工夫の視点 

   国語科では，様々な事物，経験，思い，考え等をどのように言葉で理解し，どのように言葉で

表現するかという，言葉を通じた理解や表現を追究しながら自分の思いや考えを形成し深めるこ

とを重要な学びとしている。 

   このような学びを実現するためには，児童生徒自身が目的や必要性を意識して取り組める学習

となるよう，自分自身の言葉についての理解や考え方を振り返りながら解決すべき課題を見いだ

させたり，追究の見通しをもたせたりする場を工夫することが大切である。 

   課題追究においては，他者と知見や考えを伝え合ったり，議論したり協働したりすることで多

面的・多角的な思考や表現を実現させることが可能である。 

   また，授業を通して身に付けた国語の能力を実感できるよう，自分の学びや変容に気付くなど，

自覚化につながる振り返りの場を工夫することも効果的である。 

(2) 「判断基準」の設定に基づく評価 

   授業においては，課題解決的な学習やペ

アやグループでの協働的な学習活動が形式

的に展開されることのないよう留意したい。 

 国語科の授業においては，目的とする言 

  語活動の実現を通して，どのような資質・ 

  能力（指導事項）を身に付けるのかを明確 

  にしておかなければならない。そのために 

  は，児童生徒の言語活動をどのように評価 

  するのかを具体化しておく必要がある。そ 

  こで，当センターが提唱している「判断基 

  準」の設定による指導と評価を授業づくり 

  に活用したい。資料 2-7に「判断基準」設 

  定の具体例を示す。教師が，「判断基準」に 

  基づく課題解決を実現した児童生徒の学習 

  状況をあらかじめ想定することにより，的 

  確な評価や個に応じた補充指導，深化指導 

  を具体化することが可能になる。このよう 

  な指導と評価の一体化を図ることが，国語 

  科として身に付けさせたい資質･能力の 

  育成につながるのである。 

 

評価規準（「思考・判断・表現」） 

○ 読む能力 
   「たんぽぽのちえ」について，時間的な順序を表す言葉，

様子，理由を関係付けながら内容の大体を読み，自分が選ん

だ「植物のちえ」について時間的な順序，様子，理由を関係

付けながら説明している。  （読むこと イ） 

思考，判断に基づく表現内容（評価の対象） 

○ 自分で選んだ「植物のちえ」を説明する「○○のちえブック」

（ワークシート） 
判断の要素 

ア 時間的な順序 

  （時間的な順序を表す言葉）    

イ 様子と理由の因果関係 

  （様子や理由を表す言葉） 

判断基準Ｂ（おおむね満足できる状況） 

ア 時間を表す言葉を見付け，様子（～のです。）と理由（～か

らです。）を区別しながら，「たんぽぽのちえ」の内容の大体を

読んでいる。 

  時間を表す言葉を「ちえブック」にまとめている。 

イ 「問い」と「答え」の関連を手掛かりにしながら「たんぽぽ

のちえ」の内容の大体を読んでいる。 

  植物が,ちえを働かせる様子と，その理由を「ちえブック」

にまとめている。 

評価を生かした指導（Ｃ状況の児童に対して） 

○ 「たんぽぽのちえ」の構成を振り返らせ，時間的な順序で段落を並べ替えさ

せ，つなぎ言葉について助言しながら文章を書かせる。 

○ 様子，理由の関係を「問い」と「答え」の関係に着目するよう助言する。 

資料 2-6 主体的・協働的な学習過程を実現する言語活動の要件 

① 課題解決に向けて主体的・協働的に学習に取り組む中で，当該単元のねらいを実現できる

言語活動（指導事項との関連が図られた言語活動） 
② 目的意識や相手意識が明確であり，児童生徒が既存の知識・技能を基に解決すべき課題を

見いだし，実現の見通しをもつことができる言語活動 
③ よりよい表現や解釈の追究を目的とした，児童生徒が協働的に思考・判断・表現できる場

を設定することができる言語活動 
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(3)  言葉による見方・考え方を働かせ，自覚・方向付けを促す学習指導の工夫 

   国語科の授業において，主体的・協働的な学習が，児童生徒にとって深まりのある学習になる

ためには，資料 2-8に示すような児童生徒が既存の言葉による見方（言葉の意味，言葉の働き，

使い方の理解など）・考え方（自己の考えを形成するための考え方・感じ方など）を働かせ，解決

すべき課題を見いだしたり，解決の見通しをもったりすることが重要である。学習の見通しをも

たせるためには，単に学習の進め方を確認させるだけでなく，これまでの学習（課題解決の過程）

を振り返らせることにより，「自分は何ができるようになり，何が分からないのか，何を解決すべ

きなのか」を十分に認識させることを大切にしたい。学習の振り返りにおいても学習の結果のみ

を評価させるのではなく，「どのようにして自分の考えを形成できたのか」，「どのような言葉につ

いての気付きから自分なりの考えや表現を成立できたのか」という学習の過程を振り返らせるこ

とにより，自分自身の学習の価値付けができるように工夫することが効果的である。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習で働かせるべ

き言葉による見方・考え方 

 ・ 資料からの正確な情報

の読み取り 

 ・ 根拠となるデータと理

論の展開の適切さ 

 

「判断基準」による思考・判断・

表現の的確な見取り 

資料 2-8 自覚・方向付けを促す学習指導の展開例 小学校第５学年「書くこと」 

学習の過程の振り返りに

よる自己の変容の実感 

【具体的手立ての工夫】 

・ 修正した考察文 

・ 学習の価値付け（言葉掛け） 

前時までの学習（課題解決

の過程）を振り返り，学習の

見通しをもつ場 

・ グラフから情報を読み

取るポイントや読み取っ

たことを説明する言葉の

使い方を基に提示された

モデル文を読み，本時の

学習課題を見いだす。 

 

【具体的手立ての工夫】 

 ・ 学習計画表の提示 

 ・ 前時のワークシート 

 ・ モデル文の提示 

言葉による見方・考え方を

働かせた協働的な課題解決

の場 

・ グラフから読み取っ

たことが，考察（意見）

の裏付けとなっている

かについて協議しなが

ら納得解を追求してい

く。 

【具体的手立ての工夫】 

 ・ ワークシート 

 ・ ホワイトボードの活用 

 ・ 付箋の活用 
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事例発表（１） 

 

                                     

鹿児島市立西陵小学校  

教 諭  上野 大輔  

Ⅰ 研究実践の目的 

  本実践は，小学校学習指導要領国語科第５学年及び第６学年の内容(C 読むこと)ウ「目的に応じて，

文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などの関係を押さえ，自分の考えを

明確にしながら読んだりすること。」を受け，絵と文章とを対照しながら読み，筆者のものの見方をと

らえたうえで，自分のものの見方をまとめていくことをねらいとしたものである。 

教材｢『鳥獣戯画』を読む｣は，「鳥獣人物戯画」の一場面について述べた説明的な文章である。筆者

が何に着目し，どのように評価しているか，自分の考えをどのように述べているかについて読み取り， 
解説文を書く言語活動を通して自分のものの見方を広げさせていく。これらの学習を主体的・協働的に

取り組ませ，課題を解決するために必要な資質や能力の育成につなげることを意図した実践である。 

Ⅱ 研究の実際 

 １ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・ 絵や絵巻物に対する筆者の見解に興

味をもち，文章を読もうとしている。 

・ 筆者がどのようなことを根拠として

考えを述べているかを捉えている。 

・ 筆者の意図と表現の工夫との関連に

ついて考えている。 

・ 自分と他者とのものの見方や感じ方の

共通点と相違点を明らかにし，自分の考え

を深めている。 

・ 文末表現や助詞の使い方など，語句

に着目して読み，語句と語句との関係

を理解している。 

 ２ 単元の指導計画（全６時間） 

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働き掛け 

課
題
の
把
握
・
追
究
の
見
通
し 

１ 題名を知り，絵を「読む」とはどういうこ

とか考える。 

２ 筆者を知り，教材文の前文を読み，筆者の

絵の見方や感じ方を読み取る。 

３ 学習課題を設定し，学習計画を話し合う。 
１ 

・ 教材文の｢読む｣の意味を考えさせたり，筆者の経歴等を紹介したり

することで，教材文に興味をもたせる。 

 

・ 隣県で開催されている｢鳥獣戯画展｣のパンフレットを見せ，単元の

ゴールイメージをもたせ，学習課題を設定させる。また，リード文か

ら読みの目的をもった学習計画を立てさせる。 

課
題
の
追
究 

４ 筆者が，絵や絵巻物について，ど

んな感じ方や評価をしているか，

絵と文章を照らし合わせながら読

み取り，自分の考えや感想をまと

める。 

５ 筆者の『鳥獣戯画』に対する思い

をまとめる。 

６ 筆者が主張を捉え，考えを効果

的に伝えるための表現や構成の工

夫について考える。  

３ 

・ ｢どの部分の｣，｢何に着目して｣，｢どのような言葉で評価している

か｣という観点で絵と文章を対応させてまとめさせる。 

また，自分の考えをまとめる際も，同じ観点で書き，グループで 

 交流させる。 

・ 「『鳥獣戯画』は，（  ）なのである。」の一文にまとめるため，グループ

で（  ）に当てはまる言葉を文章中から考え，発表する。 

・ 学習経験から表現の工夫について，想起させ｢書きだしの工夫｣，｢文

末の工夫｣,｢語りかけ｣を見付けさせる。また，この教材文独特の｢絵の

出し方｣，｢漫画，アニメとの比較｣についても気付かせ，その効果を考

えさせる。 

課
題
の
解
決 

７ 『鳥獣戯画』の三匹の応援蛙を読

み，解文を書く。【本時】 

 

８ グループで解説文を作成し，解

説文を発表したり感想を伝え合っ

たりする。 

 

２ 

・ 今までの読み取りの観点や気を付けてきた内容を想起し，自分のも

のの見方・感じ方を解説文で表現させる。 

・ まとめたものをグループで助言し合わせ，自分の伝えたいことを確

認させる。 

・ 前時で作成した解説文を基にグループで解説文を作成し，互いに鑑

賞させる。同じ絵を解説した文章や違う絵を解説した文章を読み合い，

それぞれの感じ方や考え方に違いがあることに気付いたり，自分の考

えの深まりや広がりを実感させたりする。 

課題を解決するために必要な資質・能力を育成する授業に関する研究 

―主体的・協働的に学ぶ学習の工夫を通して― 

～小学校第６学年「筆者のものの見方をとらえ，自分の考えをまとめよう」における実践を通して～ 

「鳥獣戯画」の見どころを探ろう。 
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 ３ 課題を解決するために必要な資質・能力を育てる主体的・協働的な授業の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《指導と評価の一体化》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習で働かせ

るべき言葉による理

解・考え方 
 ・ 絵に対する着眼点 

 ・ 絵と文章の対応 

 ・ 評価と根拠の整合 

  評価の内容と表現の

工夫 

 

前時までの学習

（課題解決の過程）

を振り返り，学習の

見通しをもつ 
 ・ 前時までに学習

した筆者の解説文

の書きぶりを振り

返り，「どの部分

の」,「何に着目

し」,「どのよう

な言葉で評価して

いるか」という観

点で解説するとい

う学習の見通しを

もたせる。 

【具体的手立ての工夫】 

 ・学習計画表の提示 

 ・前時のワークシート 

 ・モデル文の提示 

言葉による理解・

考え方を働かせた協

働的な課題解決の場 
 ・ 絵の着眼点,絵と

文章の対応，評価

の言葉について相

互に評価し合い，

友達の評価を自分

の解説文に反映さ

せる。 

【具体的手立ての工夫】 

 ・ワークシート 

 ・付箋の活用（レビ

ューカード） 

「判断基準」に

よる思考・判断・

表現の的確な見取

り 

学習の過程の振

り返りによる自己

の変容の実感 
【具体的手立ての工夫】 

・ 修正した解説文 

・ 学習の価値付け

（言葉掛け） 
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 ４ 言語活動を位置付けた課題解決的な単元構想の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   《協働的な学習の必然性》 

   ○ よりよい解説文にするために，着眼点や表現について多様な見方・考え方にふれ，自分の考え

を深めたり，広げたりする。 

 

 【単元のねらい】 

○ 絵と文章との関係を押さえて筆者の考え方を捉え，自分の考えを明確にしながら読むことが

できる。                         ［C読むこと (1) ウ］ 

○ 文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。                              

［C 読むこと (1) オ］ 

 

【単元における言語活動】 

○ 意見を述べた文章や解説の文章などを利用し， 

 解説文を書く。  ［C 読むこと (2) イ］ 

 

【相手意識】 

不特定多数 

【目的意識】 

 絵や絵巻のおもしろさを解説するため 

 

【課題を見いだし，解決の見通しをもたせる教師の手立て】 

○ 学習に興味をもたせる教材，筆者，学習との出会わせ方の工夫 

・ 教材文の｢読む｣の意味を考えさせたり，筆者の経歴等を紹介

したりすることで，教材文に興味をもたせた。 

・ 隣県で開催されている｢鳥獣戯画展｣のパンフレットを紹介

し，「作品を解説する」という活動のイメージをもたせ，単

元のゴールイメージを明確にし，学習課題を設定させた。 
また，教材文のリード文から読みの目的をもった学習計画 

を立てさせた。 
○ モデル文を提示による「解説文」の理解と解説文を書くための

自分事の課題を見いださせる工夫 

 ・ 教師が作成したモデル文を提示し，これまで学習してきた

説明文との違いに気付かせ，「解説文」の特性を理解させ

た。 

 ・ 「解説文」を書くために，「今自分が何を知っていて，何

を知らないのか。」，「何ができて，どのように使えばいいの

か。」，「何に自信が無いのか。」について振り返らせ，解決す

べき課題を見いださせた。 

 

 

「筆者の紹介コーナー」の掲示 

「モデル文」の掲示 

【児童が見いだす学習課題】 

 筆者の見方をとらえ，自分の考えをまとめるために 

 ○ 筆者は，取り上げている絵の「何を」｢どのように｣捉えているか明らかにする。 

 ○ 筆者は，絵や絵巻に対してどのように評価しているか明らかにする。 

 ○ 筆者は，自分の考えを伝えるためにどのような工夫をしているか明らかにする。 

 ○ 自分は，絵や絵巻をどのように評価したか表現する。 
 

高
畑 

勲
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 
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５ 主体的・協働的に学ぶ学習の工夫 

(1) レビューカードの活用による双方向の交流活動 

本時では，「解説文」としてのより 
 よい着眼やよりよい表現を追求するた 
 めの相互交流の場をグループ学習の形 
 で設定した。 

    児童は，本時の学習で見通しをもっ 

   た①絵の着眼点,②絵と文章の対応， 

   ③評価の言葉について相互に評価し合 

   い，友達の評価を自分の解説文に反映 

 させるようにした。自分の着眼や評価， 

   表現の違いに着目し，着眼や表現など 

 について相互に質問したり，感想や助 

 言をし合う児童の姿が見られた。 

 

 (2) 自己の変容を実感させる振り返りの工夫 

    児童に自己の課題解決を振り返らせること 

 により，学習したことの価値付けができるよ 

   したいと考え，以下の三つの視点で学習の振 

   り返りを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 成果と課題 

 １ 研究の成果 

  (1) 前時までの学習過程を振り返りながら，解説文を書くための視点や手順についての見通しを確 

   かにしたことで，主体的な学習への取組が見られた。 

  (2) 本時の評価規準に基づく「判断基準」の設定により，期待する児童の表現例を予め想定したこと

により，学習が停滞している児童やグループでの意見交流が停滞しがちな児童に具体的な指導（助

言や資料提示など）ができた。 

 ２ 今後の課題 

   評価の言葉について吟味できるようなグループでの協働的な学習を充実させることにより，新た

な言葉への気付きや表現の深まりを期待できるような更なる課題設定の工夫が必要である。 

本時で活用したレビューカードの活用 

① 筆者の考えに対して，自分の考えをまとめ

させる。（知識・技能） 

② 言葉のよさ，おもしろさを児童なりに価値

付ける振り返り 

 →「誰の」，「何が」，「どのように」自分の考

えや表現を深めたり，広げたりしたか。

（深い学び） 

③ 何ができるようになったのか。どのように

生かせそうか。（実感，成就感） 
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事例発表（２） 

 

                                     

阿久根市立阿久根中学校  

教 諭   湯田 幸治  

Ⅰ 研究実践の目的 

  本実践は，中学校学習指導要領国語科第３学年の内容(C 読むこと)ア「文脈の中における語句の効果

的な使い方など，表現上の工夫に注意して読むこと。」を受け，和歌に詠まれた背景を想像しながら，

情景や心情を読み取ることをねらいとしたものである。 

教材｢和歌の世界－万葉集・古今和歌集・新古今和歌集｣は，優れた和歌を取り扱っている教材であ

る。それぞれの和歌には，どのような思いがどのように詠まれているのか読み取り，歌物語を創作する 

言語活動を通して自分のものの見方や考え方を広げさせていく。これらの学習を主体的・協働的に取り

組ませ，課題を解決するために必要な資質や能力の育成につなげることを意図した実践である。 

Ⅱ  研究の実際 

１ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・ 作品の情景や心情を考えながら，自

分なりの歌物語を創作しようとしてい

る。 

・ 和歌に詠まれた背景を想像しながら

情景や心情を読み取っている。 

・ 和歌の形式や表現の特徴を捉え，そ

の効果を自分の考えに生かしている。 

・ 歴史的背景などに注意して古典を読

み，その世界に親しんでいる。 

２ 単元の指導計画（全５時間） 

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働き掛け 

課
題
の
把
握
・
追
究
の
見
通
し 

１ 和歌の意訳をもとに，和歌の

背景や心情について考える。 

２ 目的とする言語活動につい

て理解する。 

 

１ ・ 和歌が現在の私たちにとっても身近な心情をもとに詠まれ

ていることに気付かせ，学習意欲をもたせる。 

・ 「つぶやき」として提示された和歌の意訳を基に，その「つ

ぶやき」を漏らした人物の人物像や置かれている状況，心情を

想像させる。 

《目的とする言語活動の設定》 
 

 

課
題
の
追
究 

３ 和歌の歴史的背景や形式・表

現の特徴を捉える。 

 

４ 共通の和歌で，歌物語を書い

て交流する。【本時】 

 

 

 

 

５ 和歌に読まれた情景を捉え，

心情を考える。 

３ 

・ 万葉集・古今和歌集・新古今和歌集それぞれの歴史的背景や

特徴についてまとめさせる。 

・ 和歌の形式・表現の特徴などをまとめさせる。 

・ 共通課題「君待つと吾が恋ひをれば我が屋戸のすだれ動かし

秋の風吹く」を通して，歌物語の書き方について理解させる。 

・ 人物・時･場所や出来事･気持ちなどを想像させ，構成メモに

整理させる。 

・ 構成メモを基に歌物語を創作させる。 

・ 創作した歌物語を相互に交流させる。 

・ 第２時で捉えた歴史的背景や特徴，和歌の形式・表現の特徴

などを基に，共通課題の和歌に詠まれた情景や心情を捉えさ

せる。 

課
題
の
解
決 

６ 選択した和歌で歌物語を書

いて交流する。 
１ 

・ ５首の和歌を提示し，課題を選択させる。 

・ 第３時の活動を振り返り，歌物語の書き方を確認する。 

・ 歌物語の交流を通して，お互いのよいところを伝えさ 

 せる。 

和歌の「歌物語」を創作しよう。 

課題を解決するために必要な資質・能力を育成する授業に関する研究 

―主体的・協働的に学ぶ学習の工夫を通して― 

～中学校第３学年「古典に学ぶ－作品の情景や心情を読み取る」における実践を通して～ 

和歌の情景や心情を踏まえた歌物語を書く。 
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３ 課題を解決するために必要な資質・能力を育てる主体的・協働的な授業の展開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習で働かせる 

べき言葉による見方・考 

え方 

・ 語句の解釈 

・ 背景の想像 

・ 情景や心情の読 

み取り 

《指導と評価の一体化》 

前時までの学習（課題

解決の過程）を振り返

り，学習の見通しをもつ 

・ 歴史的背景や和歌 

の形式・表現の特徴 

を振り返り，本時の 

学習への見通しをも 

たせる。 

【具体的手立ての工夫】 

・ 学習計画表の提示 

・ 前時のワークシート 

言葉による見方・考え 

方を働かせた協働的な課 

題解決の場 

・ 作成した歌物語 

を相互に鑑賞し合

い，気が付いた点

を伝えたり，良い

点を認め合ったり

する。 

【具体的手立ての工夫】 

・ ワークシート 

・ 付箋の活用 

学習の過程の振り返り 

による自己の変容の実感 

【具体的手立ての工夫】 

・ 生徒の発言 

・ 加筆・修正した 

ワークシート 

・ 学習の価値付け 

（言葉掛け） 

「判断基準」による思 

考・判断・表現の的確な 

見取り 
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４ 言語活動を位置付けた課題解決的な単元構想の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   《協働的な学習の必然性》 

   ○ よりよい歌物語にするために，和歌に込められた想いについて多様な見方・考え方にふれ，自

分の考えを深めたり，広げたりする。 

 【単元のねらい】 

○ 和歌に詠まれた背景を想像しながら情景や心情を読み取っている。 

                       ［C読むこと (1) ア］ 

○ 歴史的背景などに注意して古典を読み，その世界に親しむ。 

［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 (1) ア (ア)］ 

○ 古典の一節を引用するなどして，古典に関する簡単な文章を書く。 

［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 (1) ア (イ)］ 

 

【単元における言語活動】 

○ 和歌の情景や心情を踏まえた歌物語を書く。 
           ［C 読むこと (2) ア］ 

 

【相手意識】 

不特定多数 

【目的意識】 

 和歌に込められた想いを読み取るため 

【課題を見いだし，解決の見通しをもたせる教師の

手立て】 

○ 学習に興味をもたせる教材，学習との出会わせ

方の工夫 

 ・ 古典学習を苦手としている生徒が多いため，授

業の導入時に「百人一首」を行い，和歌への興味・

関心を持続させた。 

・ 単元導入時に「つぶやき」として，一文で書

かれた和歌の意訳を配布し，意訳から情景や心

情を想像させ，単元の活動内容を理解させた。

それを基に，単元における学習活動の見通しを

もたせ，ゴールイメージを明確にし，学習課題

を設定した。 

○ 共通課題で見通しをもたせる工夫 

 ・ 共通課題で「歌物語」を書かせ，歌物語を書く

ための視点や課題を確認し，最終的な活動への

意欲を高めた。 

【生徒が見いだす学習課題】 

 和歌に込められた想いを読み取り自分の考えをまとめるために， 

○ 和歌に詠まれている情景や心情について明らかにする。 

 ○ 和歌を詠んだ人の想いについて明らかにする。 

 ○ 和歌が詠まれた時代の背景について明らかにする。 

 ○ 自分は，和歌をどのように解釈したか表現する。 

「百人一首」の活用 

導入時のワークシート 
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５ 主体的・協働的に学ぶ学習の工夫 

(1) 付箋による交流活動 

本時では，「歌物語」をよりよい物にするための相互交流の場をグループ学習の形で設定した。 

    生徒は，本時の学習で見通しをもった①情景や心情,②和歌を詠んだ人の想い，③和歌の解釈に 

ついて相互にアドバイスし，友達のアドバイスを自分の歌物語に反映させるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 協働的な学習の振り返り 

    協働的な学習により，どのような課題解決ができたかについて振り返らせることにより，生徒は 

協働的なよさや自己の学習の成果を実感することができた。 

 

 

 

 

Ⅲ 成果と課題 

１ 研究の成果 

(1)  導入の工夫を行うことで，学習活動を積極的に行う下地が醸成された。 

(2) 前時までの学習を振り返り，歌物語を書くための視点や手順についての見通しを明確にしたこ 

とで，主体的な学習への取組が見られた。 

(3) 本時の評価規準に基づく「判断基準」の設定により，学習が停滞している生徒や相互での意見   

交流が停滞しがちな生徒に具体的な指導（助言）ができた。 

(4)協協働的に学ぶために，生徒が相互に関わり合う場面を設定することで学習意欲の高まり，教え 

合いによる学習内容理解の深まり，自分とは違った視点の気付きが見られた。 

２ 今後の課題 

     評価の内容や協働的な学びの中で学習した内容について，個々が再確認する過程を十分に確保す 

るために課題設定を工夫する必要がある。 

本
時
で
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

交流の中でよい点を

伝えたり，アドバイス

を送ったりする。 

交流の後，赤で加

筆・修正している。 

単元終了後の振り返り 
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課
題
の
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題
の
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事例発表（３）

課題を解決するために必要な資質・能力を育成する授業に関する研究

――主体的・協働的に学ぶ学習の工夫を通して

～高等学校第３学年「連句を楽しむ」における実践を通して～

鹿児島県立国分高等学校

教 諭 北 宜 義

Ⅰ 研究実践の目的

本実践は，高等学校学習指導要領国語科現代文Ｂの内容（読むこと）イ「文章を読んで，書き手

の意図や，人物，情景，心情の描写などを的確に捉え，表現を味わうこと ，ウ「文章を読んで批評」

することを通して，人間，社会，自然などについて自分の考えを深めたり発展させたりすること 」。

及び 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕オ「語句の意味，用法を的確に理解し，語彙，

， ， 。」を豊かにするとともに 文体や修辞などの表現上の特色を捉え 自分の表現や推敲に役立てること

を受け，連句の創作を通して，句に込められた心情や情景などを的確に捉えてものの見方を豊かに

し，自分自身の思いを表現することをねらいとしたものである。本単元では，生徒が級友たちと相

互に句を詠み合うことを通して，句に込められた心情や情景などを的確に捉え，言語文化に対する

理解を深めるとともに，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにさせることをねらいとした学

習活動を展開した。これらの学習に主体的・協働的に取り組ませることで，課題を解決するために

必要な資質や能力の育成につなげることを意図した実践である。

Ⅱ 研究の実際

１ 単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解

級友の詠んだ句を鑑賞し，句に ① 言葉や表現技法，展開に注目し， 連句の特色を捉えた上で，

込められた心情などを理解すると 句に込められた思いを正しく理解し， 表現の仕方を工夫して自らの

ともに，自らの人生について考え 表現を味わっている。 思いを表現している。

ようとしている。 ② 主題を押さえながら連句を味わい，

自分のものの見方を深めている。

２ 単元の指導計画（全７時間）

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働き掛け

・ 短歌や俳句に向き合う姿勢を養 ・ 指導者が詠んだ短歌や俳句を鑑賞させた上で，実際

わせる １ にどのような思いをどのように表現したものかを解説。

する。

・ ワークシートを用いながら，自 ・ 韻文に対する苦手意識を払拭させるべく，まず200字

分自身の思いを短歌の形式で表現 程度の散文を書くことから取り組ませ，表現したい感

する。 １ 動の中心を整理し，よりよく伝えるための表現につい

・ 意見交換を行う。 て考えさせる。

・ 話し合う際の視点を提示し，それぞれが読んだ句に

ついて，ペアで話し合わせる。

・ 班分けを行い 連句を作成する ・ 前の句の内容を的確に把握させる。， 。

・ 生徒が詠んだ句について，その感性を生かしつつ，３
教師による助言を行う。

， 。・ 図書室を活用し 創作活動にふさわしい環境を保つ

・ 語句の意味や修辞を意識させながら句に込められた・ グループ学習形式で連句を解釈

１ 心情や情景などを的確に捉えさせ,ものの見方を豊かにし，意見交換を行う （本時）。

させる。

・ 単元全体を振り返り，連句作成や鑑賞を通して感じ・ 本単元を振り返る。

１ たことや考えたことについて，800字程度の文章にまと

めさせる。

課
題
の
追
究

連句を詠み味わおう

－事例発表 －
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３ 課題を解決するために必要な資質・能力を育てる主体的・協働的な授業の展開

【 】主体的・協働的に学ぶ学習の工夫

４ 「判断基準」による思考・判断・表現の的確な見取り

， ， ，本単元の７時間目に 一連の学習活動を振り返らせ 班における連句作成のことだけではなく

各班の作品を連句として味わいながら，連句作成や鑑賞を通して感じたことや考えたことについ

て800字以内の文章にまとめさせた。評価に当たっては，読む能力の評価規準から 「ア 連句に，

詠まれた心情を，表現技法に注目して正しく理解している 「イ 連句を詠む際に自らの言葉。」，

で表現している 「ウ 自身の今後の生き方に対する考えに深まりが見られる 」という「判断。」， 。

基準」を設定して行った。

前時までの学習（課題解

決の過程）を振り返り，本

時の学習の見通しをもつ

・ 前時までに班で詠んだ

連句の解釈について他の

班の級友たちに説明する

という活動を確認する。

【具体的手立ての工夫】

・ 前時までの学習内容を

想起させ，本単元のねら

いを説明し，共通理解さ

せる。

言葉による見方・考え方

を働かせた協働的な課題解

決の場

・ 各班から集まって６つ

の班を編成し，自分たち

が詠んだ連句の主題や表

現技法に込めた思いにつ

いて説明し，質疑応答を

行う。その後，各班に持

ち帰って共有する。

【具体的手立ての工夫】

・ 表現に着目して説明す

ることや，説明時間の細

かな指示を行う。

学習の過程の振り返りに

よる自己の変容の実感

【具体的手立ての工夫】

・ 教師によるまとめ

本時の学習で働かせるべ

き言葉による見方・考え方

・ 和歌の修辞法とそこに

込められた心情について

・ 連句の形式と主題
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５ 言語活動を位置付けた課題解決的な単元構想の工夫

導入時のワークシート

【生徒が見いだす学習課題】

連句を詠み味わうために，

○ 和歌と修辞法の効果について明らかにする。

○ 級友の詠んだ和歌に込められた心情について明らかにする。

《協働的な学習の必然性》

○ 級友が詠んだ和歌を受けて，その内容を基に和歌を詠むために，表現と内容について考察し，

自分のものの見方を深める。

【単元のねらい】

○ 級友の詠んだ句に触れて，詠み手の意図を的確に捉え，表現を味わっている。

［読むこと（1）イ］

○ 級友の詠んだ句に触れて，人間，社会，自然などについて自分の考えを深めたり発展さ

せたりしている。

［読むこと（1）ウ］

○ 語句の意味，用法を的確に理解し，語彙を豊かにするとともに，修辞などの表現上の特

色を捉え，自分の表現に役立てている。

［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）ア］

【相手意識】

グループ内，学級全体

【目的意識】

和歌に込められた想いを理解するため

【単元における言語活動】

， 。○ 表現の仕方を考えて 連句を創作する

【 】課題を見いだし，解決の見通しをもたせる教師の手立て

○ 学習に興味をもたせる教材，学習との出

会わせ方の工夫

・ 韻文の学習に関する既習事項を確認す

るために，ワークシートを用いて，１・

２年次に実施した関連のある学習内容に

ついて想起させ，学習の系統性を意識さ

せた。

・ 和歌のモデルとして，教師自らがこれ

までに詠んだ作品を紹介し，伝えたい心

情をどのような表現に込めているのかに

注目して鑑賞させた。

○ 自分事の課題を見いださせるための工夫

・ まず自分自身の心情を散文形式で表現

させ，その心情を31文字で伝えるために

はどう表現すればよいか考えさせた。
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６ 主体的・協働的に学ぶ学習の工夫

（1） 生徒たちによるグループ編成

協働的な学習活動を活性化させるこ

とを狙いとして，各グループは，人数

を常識の範囲内にすることを条件とし

て，生徒たち自身に編成させた。

連句において，発句は最も重要であ

るため，班員全員で考えさせ，続く脇

句からは一人ずつ詠ませた。一人が複

数の句を詠むこととなるが，句をつけ

る相手を必ず変え，グループ内での相

互交流が図られるよう工夫した。
グループで詠まれた連句

グループで18句を詠み終えた後，各班

ごとに自分たちで完成させた連句を味わわせた。自身の句は，どのような流れで詠まれたもの

であったのか，自身の句は次の生徒にどのように解釈されたのか，グループ全体として，どの

ような作品となり得たのか，という点について，特に指摘せずとも，どの班も活発かつ積極的

に意見交換を行っていた。グループ間の交流は，６か所の卓を設け，各班から集まった代表者

がそれぞれ順番に説明及び質疑応答を行い，最終的に各班に持ち帰って情報を共有するという

形式で実施した。具体的に発句から第６句，第７句から第12句，第13句から挙句までを２人ず

つで担当し，それぞれ意見交換を行った。各班それぞれが自分たちの作品に愛着を持って説明

する任を全うするべく，通常の授業時では見られないほどの熱意が感じられた。最後に元の班

に戻って，自分たちでは気付くことのできなかった指摘や寄せられた感想などを語り合う際に

は，本単元において最も活発な学習姿勢が見られた。

（2） 自己の変容を実感させる振り返りの工夫

本単元の一連の学習活動を振り返らせ，連句作成や鑑賞を通して感じたことや考えたことに

ついてまとめさせた。表現活動の苦手な生徒でさえも，ペンを止めることなく一心に用紙に向

き合っていた。生徒の感想から 「発表という形で同じグループの人や別のグループの人の表現，

や前の句とのつなげ方，言葉の選び方など真似したくなるような句ばかりで同級生とは思えな

い力に驚きを隠せなかった。季節をテーマにしただけでも，遠回しの表現だったり直接的な言

葉遣いだったりと，とにかく感動するばかりだった。私もクラスメイトの素敵な句に恥じない

ようにと，言葉を選んでつくるように心がけた 「連句というのは，こうした自分と（他者。」，

と）の感性の違いを楽しみながら作っていくものではないだろうかと思う 」など，単元を通し。

ての学習の成果を実感している様子がうかがえた。

Ⅲ 成果と課題

１ 研究の成果

（1） 現代でも身近な教材を工夫することで，生徒が自分に関わることと捉えて主体的に取り組

む様子が見られた。

（2） 自身の考えをまとめ，グループで交流して発表する学習を通して，各自の思いを伝え合う

ことの喜びや楽しさを味わわせることができた。

２ 今後の課題

交流の場面において，全員に説明させる時間を確保するために，教師主導になり十分な意見

交換ができなかった部分があった。効果的な交流のさせ方について工夫が必要である。

－事例発表 －


